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学校教育目標  「聴き合い 学び合い 高め合う 生徒を 地域とともに育む」 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

日
頃
か
ら
生
徒
の
健
康
管
理
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
日
、
県
教
育
委
員
会
、
名
護
市

教
育
委
員
会
の
方
針
を
う
け
、
臨
時
休
業
の
再
延
長
が
決
定
し

ま
し
た
。
大
型
連
休
に
伴
い
普
段
よ
り
多
く
の
人
の
移
動
が
想

定
さ
れ
て
お
り
、
県
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

者
数
の
推
移
に
つ
い
て
、
連
休
後
も
一
定
期
間
の
確
認
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
休
業
期
間
を
連
休
明
け
の
七
日
（
木
）
よ
り
一

定
期
間
（
二
週
間
程
度
）
延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
学

校
と
し
ま
し
て
も
非
常
に
残
念
で
す
が
、
学
校
を
再
開
す
る
際

は
、
万
全
の
体
制
で 

子
ど
も
た
ち
を
迎
え 

入
れ
る
た
め
に
、
全 

力
を
注
ぐ
所
存
で
す
。 

ど
う
か
、
ご
理
解
い 

た
だ
き
ご
協
力
の
程 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し 

ま
す
。 

尚
、
今
後
の
新
型 

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感 

染
症
の
感
染
状
況
に 

応
じ
て
、
学
校
再
開 

等
の
日
程
が
随
時
変 

更
す
る
場
合
も
あ
り 

ま
す
の
で
あ
ら
か
じ 

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

   

東
江
中
の
学
び
は
、「
協
同
の
学
び
『
聴
く
・
問
う
』
か
ら
始

ま
る
対
話
活
動
を
基
盤
と
し
て
、
課
題
に
つ
い
て
少
人
数
で
互

恵
的
に
語
り
合
う
）」
を
中
軸
に
据
え
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は

特
に
「
教
師
の
授
業
力
向
上
」
に
力
点
を
お
き
、
授
業
改
善
に

取
り
組
み
、
互
見
授
業
と
公
開
授
業
研
究
会
を
推
進
し
、
校
内

研
修
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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具体的な取組や学校再開後の日程について 

１ 臨時休業期間  

・令和2年5月7日（木）から２週間程度 
※ 学校再開日の期日は、名護市教育委員会から

連休明けに決定通知が来る予定です。 

２ 始業式について 
・学校再開日に実施します。 
・通常登校・給食あり 

３ 入学式（新２、３年生は通常登校・給食あり） 
 ・始業式の翌日に実施します。時間や場所等は変

更ありません。 

４ 分散登校日の設定（9時～９時３０分） 

・学級担任や所属学年職員との顔合わせ、健康状

態や学習課題の進捗状況等の確認を行います。 

・制服、マスク着用での登校です。 
   5月11日（月）１組兄弟学級 
   ５月１２日（火）２組兄弟学級 
   ５月１３日（水）３組兄弟学級 
・日程や方法等の詳細については、通知文をごら
んください（東江中HPに掲載）。 

・登校の方法を工夫する中で感染防止対策を徹底
します。 

・登校日は「授業日」ではありませんので、登校
しなくても欠席扱いにはなりません。 

５ 授業時間の確保について 
・教育課程に定められた学習内容の実施及び授業            
時間の確保ができるよう、夏季休業の短縮等を
含め、引き続き検討中です。詳細が決まり次第、 

  連絡をいたします。 

 

① 東江中の教育理念、方針

を共有する。 

・教育観、授業観 

・自校の課題 

② 職員間に、学び合う関係、

認めあう関係を築く 

・同僚性の構築 

③ 職員が「教育の専門家」と

して成長する場 

 

臨
時
休
業 

再
延
長
！  

 

校
内
研
修
（
授
業
改
善
）
に
つ
い
て  

共通の土俵は授業 

学校づくりは３本立て
て 

（１）ケアリング     ・子どもの尊厳を大切にする   
            ・どの子も一人にしない 
（２）授業づくり    ・夢中になって取り組む授業づくり 
            ・主体的・協同的に学ぶ授業づくり 
（３）校内研修     ・授業公開と研究協議で学び合う 
            ・職員の同僚性の構築 

      

臨時休業が続く中、学校再開日に向けて校内研修会（授業づく
り）を新たに企画し実施しました。質疑等も活発に行われ、授業
づくりについて理解も深まり、有意義な校内研となりました。 

1．第３回校内研 模擬授業   4月２７日（月） 

授業者⇒ 数学（親川先生）、社会（教頭先生） 
・授業のイメージをつかむために、教員が子ども役となり、模擬授業

形式の研修を行いました。課題設定や授業者の発問等や使用する教

材の有効性を話し合ったりしました。 

2．第４回校内研 村瀬先生講話 4月30日（木） 
・学びの共同体スーパーバーザーの村瀬公胤氏による講話（「学びの

共同体」と文科省、沖縄県の施策）を 3 教室に分かれてオンライ

ン（東京 ⇔ 東江中）で拝聴しました。 

  

   

「チーム東江」四原則 

・みんなでやる 

・少しずつ、ゆっくりでいい 

・困ったら、すぐに相談する。 

・相談されたら、必ず助ける 

模擬授業 

オンライン研修 


